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モーメント等についての測定結果について述べているO 特に双極子モーメントの測定では Rabi flopping 
を利用した新しい手法を開発し，高い精度のデータを取得している O
第 4 章では，励起効率向上を目的として， 3 種類の異なる励起法について考察しているO まず基底準
位と準安定準位に存在する原子を同時に共通の上準位へ励起する場合について考察し， 2 光子共鳴条件
が成立する場合には population trapping の効果により電離率が低下することを実験およびシミュレー






















は， Rabi flopping を利用する新しい手法を開発し，測定値の精度を高めているO
2) エネルギー準位の空間縮退や超微細構造の効果を含めて 4 波長 3 段階電離過程における励起ダイナ
ミクスを解析できるシミュレーションコードを開発し励起および電離速度の観点から，効率のよい
電離を行うためのレーザ一光照射条件に対する目安を与えているO
3) 基底準位の他に熱的に励起されている準安定準位をも利用して原子を励起する際， 2 光子共鳴条
件が成立すると population trapping の効果で電離率が低下することを初めて実験により示しているO







Gd を用いた実験により実証し， 157Gd を70%まで濃縮している。
6) レーザ一光が原子蒸気内を伝播する際非標的同位体により受ける効果を Na 蒸気による模擬実験
で評価し，自己位相変調によるレーザーの波形変形と周波数変調が重要であることを指摘しているO
7) 標的および非標的同位体を含む原子蒸気内でのレーザービーム伝播特性を解析しうるシミュレーショ
ンコードを開発し，電離率や同位体選択性に対するビーム伝播効果を評価するとともに，レーザ一光
の有効伝播長に対する目安を与えている。
以上のように本論文はレーザ一同位体分離における光反応過程において高い電離率や同位体選択性
を得るためのレーザ一光の照射条件を励起ダイナミクスとレーザービーム伝播特性の両面から定量的に
評価しており，レーザー工学・電気工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める。
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